























7 ─ 9 産業界の動向とポスト・コロナでの展望
（1）「日経業界地図」の 2020 年版（2019 年 8 月発行）と 2021 年版（2020






認識 ③デジタルトランスフォーメーション (DX) への取り組み ④キャ





























7 ─ 7 SDGsの目標と渋沢栄一の思想
国連加盟国は 2030 年までの 15 年間で達成するために SDGs（持続可能な
開発目標）を掲げた。SDGsはそれを実現するための 17の目標と 169 のタ





































(NSF) から新たな教育モデルとして STEM が提唱された。STEM とは，
“Science, Technology, Engineering and Mathematics” すなわち科学・技術・工
学・数学を指し，今後必要となる科学技術開発に関して当該分野が初等教
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育・義務教育から高等教育までの教育政策や学校カリキュラムにおいて重
視されるとしている。2003 年より Journal of STEM Educationも刊行される
に至っている (Gonzalez and Kuenzi, 2012)。STEMはさらに art芸術分野の要


















狩猟社会 (Society 1.0)，農耕社会 (Society 2.0)，工業社会 (Society 3.0)，情報



























































































e ─ 9 アンゾフの成長マトリクス
アンゾフの成長マトリクスとは，企業が事業拡大を図る際，成長戦略を
分析・検討するために用いられるフレームワークである。経営学者であり
事業経営者であったイゴール・アンゾフ (Harry Igor Ansoff, 1918-2002) が
Corporate Strategy『企業戦略論』（邦訳）で提唱した理論で，「成長ベクト
ル」や「事業拡大マトリクス」とも呼ばれる。アンゾフの成長マトリクス


















































































・The Innovator’s Dilemma: When New Technologies Cause Great Firms to Fail,
Clayton M. Christensen, Harvard Business School Press, 1997.
・The Innovator’s Solution: Creating and Sustaining Successful Growth, Clayton
M. Christensen, Michael E. Raynor, Harvard Business School Press, 2003.
・Innovation and the general manager, Clayton M. Christensen, Harvard Business
Press, 2003
・Seeing What’s Next: Using the Theories of Innovation to predict Industry






























「両利きの経営」［原著タイトル「Lead and Disrupt: How to Solve the
Innovator’s Dilemma」］は，1991 年にスタンフォード大学のジェームス・




























プ (competency trap) を加速させ，将来の成長力を奪ってしまう。コンピテ
ンシー・トラップとは，既存事業の深化だけに経営資源を傾けすぎた結果，



















































e ─ Q 企業変革力とダイナミック・ケイパビリティ
企業変革という概念で注目されたのは，リーダーシップ論で知られるジ





























 ─ 9 新事業創造の着眼点














































































イモン (Herbert Simon, 1916-2001) であり，その著書『システムの科学』に見
られる（サイモン，1999）。またデザイン工学分野ではロバート・マッキム
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(Robert McKim) による『視察の経験』(“Experiences in Visual Thinking”) にも見
出すことができる。
一方，ピーター・ロウ (Peter G. Rowe) の『デザインの思考過程』は建築
家と都市計画者が用いる方法とアプローチを記述しており，デザイン研究
において「デザイン思考」という言葉が用いられた初期の文献といえる
（ロウ，1990）。さらにデザイン思考のビジネスへの応用は 1991 年に IDEO












それは，定義 (define)，研究 (research)，アイデア出し (ideate)，プロトタイ












 ─ 7 素人発想・玄人実行
（）金出武雄『独創はひらめかない』の意義







1995 年に最初にアメリカ大陸を横断した自動運転車「Navlab 5」，2001 年
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＊金出 『独創はひらめかない』 目次 第 1章
創造へのいざない




























この後，NHKロボコン出場（2002 年），IVRCでのフランス Laval Virtual










































● 中華テーブル ● 自転車の反射テープ ● 洗濯用風呂水ポンプ
● カーブミラー ● 洗濯機のモータ（フランス学生チーム)
● 水道のホース
加えて，その分野の専門的な要素技術も（もちろん）必要：
● C++ / C# / Java ● OpenCV ● OpenGL
● Kinect SDK ● Leap Motion SDK ● Unity 3D
● Oculus SDK ● Blender































 ─ Q 吉野 彰「現在・過去・未来」：未来への思い
2018 年にリチウムイオン電池の技術開発の功績によりノーベル化学賞
を受賞した吉野彰氏は，研究開発には超現代史の視点が重要であるという。
超現代史とは，現在から最近の 10 年，20 年程度の過去の歴史をきちんと
理解することによって，未来が見えてくることを指す。それ以上に遠い過
去までを振り返る必要はない。単に現在から未来を予測しようとすれば，
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少なくないのである。






































































¥ ─ 9 ブレインマップの概要












































































上 テーマ 中 中心となる概念，キーワード 下 結論 を記す。
記載に対する重み（重点）が変わる。
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図表 7 ブレインマップ概要図

































































五感 (five senses)，ネットワーク（network 〜 communicationにもとづく），シ
ナリオ・物語 (scenario, story)，デザイン (design)，戦略情報 (intelligence)，意































渋沢栄一，渋澤 健 監修 (2021)『論語と算盤』ウェッジ。
成城・経済研究 第 233 号（2021 年 7月）
─ 82 ─









吉野 彰 (2020)『特別授業 ロウソクの科学』NHK 出版。（別冊 NHK 100 分 de
名著読書の学校)。
H. I. アンゾフ (1985)，広田寿亮 訳『企業戦略論』産業能率大学出版部。
チャールズ・A・オライリー／マイケル・L・タッシュマン (2019)，入山章栄監
訳／冨山和彦解説／渡部典子訳『両利きの経営』東洋経済新報社。
O’ Reilly, III, Charles A. and Tusman, Michael L.「Lead and Disrupt: How to Solve the
Innovator’s Dilemma」
クレイトン・クリステンセン (2001)，玉田俊平太 監修，伊豆原弓 訳『イノベー
ションのジレンマ─技術革新が巨大企業を滅ぼすとき』翔泳社。
The Innovator’s Dilemma: When New Technologies Cause Great Firms to Fail, Clayton
M. Christensen, Harvard Business School Press, 1997.
ジョン・P. コッター (2002)『企業変革力』日経 BP。
D・J・ティース，菊澤研宗，橋本倫明，姜 理恵 訳 (2019)『ダイナミック・ケ
イパビリティの企業理論』中央経済社。
ロラン・バルト (1979)，花輪 光 訳『物語の構造分析』みすず書房。
ティム・ブラウン，千葉敏生訳 (2014)『デザイン思考が世界を変える』早川書房。
C・マーシャル・境 新一 (2021)『Lead and Disrupt: How to Solve the Innovator’s
Dilemma」』試訳と手記。
J. W. ヤング (1988)，今井茂雄 訳『アイデアのつくり方』TBSブリタニカ。
マリー=ロール・ライアン (2006)，岩松正洋訳『可能世界・人工知能・物語理論
（叢書 記号学的実践)』水声社。
Buzan, Tony; Buzan, Barry (1 March 1996). The Mind Map Book: How to Use Radiant
Thinking to Maximize Your Brain's Untapped Potential (reprint ed.). New York
City: Plume. トニー・ブザン，バリー・ブザン (2000)，田中孝顕 訳『人生に
奇跡を起こすノート術─マインド・マップ 放射思考』きこ書房。




H. B. Gonzalez and J. J. Kuenzi (2012), CRS Report for Congress Prepared for Members
and Committees of Congress Science, Technology, Engineering, and Mathematics
(STEM) Education: A Primer (2012-Aug-1),。
James G. March (1991): Exploration and Exploitation in Organizational Learning,
Organization Science, Vol. 2, No. 1, pp. 71-87.
Alex Faickney Osborn,Wake Up Your Mind: 創造性を育む 101 の方法。，ニューヨー




横浜市政策局政策課 (2018)「横浜市中期 4 か年計画 2018〜2021」。
NEDO技術戦略研究センター (2020)「コロナ禍後の社会変化と期待されるイノ
ベーション像」新エネルギー・産業技術総合開発機構。





外務省 (2015)「JAPAN SDGs Action Platform」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html
（最新参照 2021 年 5 月）
国際連合広報センター (2021)「持続可能な開発目標 (SDGs) とは」
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_develop
ment/2030agenda/（最新参照 2021 年 5 月）
内閣府 (2015)「第五期科学技術基本計画」（2016〜2020 年度）。
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html（最新参照 2021 年 5 月）
文部科学省 (2018)「Society 5.0に向けた人材育成 〜社会が変わる，学びが変わ
る〜」(2018. 6.)
http://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/index.html
（最新参照 2021 年 5 月）
青木勇気 (2011)「物語」とは何であるか
http://agora-web.jp/archives/1416793.html 2011. 12. 24
成城・経済研究 第 233 号（2021 年 7月）
─ 84 ─
（最新参照 2021 年 5 月）
インタージャーナル (2006) 創造力の 7か条 (聞き手：桂木行人)金出武雄の「問
題解決の 7か条」，（株）メディアエンジニアリング，2006-2007年［全 7 回］。
http://mec.gr.jp/INTER/kanade/kanade1.html 以下（最新参照 2021 年 5 月）
木村恭子 (2018)「旭化成名誉フェロー吉野氏「歴史たどり近未来を予測」若者と
考える未来 大志をつなぐ」2018. 12. 11.
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO38740560Q8A211C1TY4000/




（最新参照 2021 年 5 月）
ベンチャーネット (2021)「安定企業こそ目指すべき「両利きの経営」によるニュ
ーノーマル対応型企業」2021. 1. 15 venture-net.co.jp
https://www.venture-net.co.jp/virtualblog/19187/（最新参照 2021 年 5 月）
山本太郎 (2020)「歴史が教えること」寄稿。2020. 3. 16.
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/592363/（最新参照 2021 年 5 月）
CEDEC (2016)「素人のように考え，玄人として実行する。基調講演・金出武雄
「画像を調理する：面白く，役に立ち，ストーリーのある研究開発のすす




（最新参照 2021 年 5 月）
NHK (2019)「ノーベル化学賞 吉野彰さん 開発秘話と未来への思い」2019. 10.
10
https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4340/index.html（最新参照 2021 年 5 月）
ポスト・コロナにおける新事業創造のプロデュース手法：素人発想・玄人実行，ブレインマップによる原点回帰と価値創造の提案
─ 85 ─
